
英語教育「コア・カリキュラム」について
○今後の英語教育の在り方について（P1）

○中央教育審議会教育課程部会外国語ワーキンググループ

における取りまとめの概要（案） 抜粋（P8）

○平成２８年度英語教員の英語力・指導力強化のための

調査研究事業等に関する資料（P9）

○コア・カリキュラム 構造図（案）（P15）

（「研修」「養成」 ／ 「小学校」「中・高等学校」）
※平成27年度 英語教員の英語力・指導力強化のための調査研究事業 試案

○小・中・高等学校を通じた英語教育強化事業(P19)

資料７



今後の英語教育の在り方について
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研究開発学校・教育課程特例校
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新CS対応
教材の作成

＜小・中・高等学校共通＞

＜小学校体制整備＞

東京オリンピック
パラリンピック

新CS対応教材の配布

教科書の配布

※日本人のアイデンティティ

に関する教育の充実も含む

（伝統文化・歴史の重視等）

教科書の検定 教科書の採択

＜中・高等学校体制整備＞

県等が実施する研修を継続

○中・高等学校「英語教育推進リーダー」養成研修
○中・高等学校英語教員指導力向上研修
※「英語教育推進リーダー」等による域内研修、研修用映像教材の活用等

ALT等の配置拡大・指導力向上研修

引き続き指導力向上等の取組を推進

県等が実施する研修を継続

○小学校「英語教育推進リーダー」の養成研修・加配措置
○小学校担任の英語指導力向上研修（3・4年担任約7.1万人、5・6年担任約7.3万人）

※小学校「英語教育推進リーダー」等による校内研修、研修用映像教材の活用等

学習指導要領
（CS）改訂

補助教材開発

教科化に向けた「免許法認定講習」等の開発・実施支援

＜小学校英語教材＞

英語教育強化地域拠点の指定等による小・中・高等学校を通じた先進的な取組の促進

平成27年12月

英語教員の英語力・指導力強化の
ための調査研究

＊コアカリキュラム等の開発・実証、シンポジウム開催等

中学校・高等学校における英語教育の抜本的改善のための指導方法等
に関する研究開発

（新課程の認定） （新課程の実施） （イメージ）

中学校全面実施
（33年度）

高校学年進行
（34年度）



○ 改革１．国が示す教育目標・内容の改善
①小・中・高等学校の学びを円滑に接続させる、②「英語を使って何ができるようになるか」という観点から一貫
した教育目標を示す
・小学校３・４年生：活動型を開始し、音声に慣れ親しむ
・小学校５・６年生：身近なことについて基本的表現によって４技能を積極的に使える英語力を身に付ける

学習の系統性を持たせるため教科として行うことが求められる
・中学校 ：授業は英語で行うことを基本とし、互いの考えや気持ちを伝え合う言語活動を重視
・高等学校：授業を英語で行うことを基本とし、言語活動を高度化（幅広い話題について発表、討論、交渉等）

○ 改革２．学校における指導・評価
・英語を使って何ができるようになるかという観点からＣＡＮ-ＤO形式の学習到達目標に基づく指導と学習評価

○ 改革３．高等学校・大学の英語力の評価及び入学者選抜の改善
・入学者選抜における英語力の測定において、４技能のコミュニケーション能力を適切に評価
・４技能を測定する資格・検定試験の活用促進。学校、専門家、資格・試験団体等が参画する協議会を設置し
必要な情報発信、指針づくり（学習指導要領との関係、換算方法、受験料・場所、適正・公正な実施体制等）等

○ 改革４．教科書・教材の改善
・学習指導要領に沿った教科書検定 ・音声や映像を含めたデジタル教科書・教材の検討

○ 改革５ 学校における指導体制の充実
・現職教員の研修（大学・外部専門機関との連携による地域の中心となる「英語教育推進リーダー」等の養成）
・教員養成（カリキュラムの開発・改善、「免許法認定講習」開設支援、等）、英語指導力のある教員採用
・外部人材の活用促進（ＡＬＴ、非常勤講師、特別免許状の活用）

今後の英語教育の改善・充実方策について 報告のポイント（平成26年9月26日）
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外国語教育に関する現状について

外国語教育の現状・課題

・小学校５,６年生の72.3％、中学１年生の60.2％が「英語の授業が好き」と回答。 【H26年度小学校外国語活動実施状況調査】
・高校３年生の58.3％が「英語の学習が好きではない」と回答。【H26年度英語教育改善のための英語力調査】
・生徒の英語力について、４技能全般，特に「話すこと」と「書くこと」の能力が課題。高校３年生はCEFR（ヨーロッパ言語共通参照枠）Ａ１
（英検３～５級程度）の上位～Ａ２（英検準２級程度）の下位レベルが多い。 【H26年度英語教育改善のための英語力調査】
（参考）「第２期教育振興基本計画」に掲げる成果目標
中学校卒業段階：英検３級程度以上、高等学校卒業段階：英検準２級～２級程度以上を達成している中高生の割合：50％。
⇒達成状況：中学３年生：約34.7%、高校３年生：約31.9%

①学年が上がるにつれて英語の学習意欲に課題。４技能、特に発信能力（話す、書く）に課題。

・「エッセイなど、ある程度まとまりのある文章を書くことができている、ほぼできている」と回答した中学２年生の割合：33.6％
・「ディベートやディスカッションをすることができている、ほぼできている」と回答した中学２年生の割合：20.7％
・授業における言語活動の指導状況について、「よく行う、時々行う」と回答した中学校外国語科担当教員の割合：スピーチ：56.6％、
プレゼンテーションやスキット（寸劇）：36.0％、ディベート、ディスカッション：34.7％

【H26年度小学校外国語活動実施状況調査】

④自分の意見や考えを話したり書いたりすることができていると考える生徒の割合が低く、 また
そのような指導をしていると考える教員の割合も低い

・４技能を効果的に活用した技能統合型の言語活動が十分ではない。特に、聞いたり読んだりしたことに基づいて英語で話し合ったり
意見交換をしたりする経験（35.2％）や，ディベートやディスカッションの経験（17.3％）があると回等した高校３年生の割合は少ない。
一方、試験結果が高い生徒（高校３年生）ほど、技能統合型の言語活動を行っている割合が高い。 【H26年度英語教育改善のための
英語力調査】※（ )内の数値は、高校３年生が第２学年のときに「よくしていたと思う、どちらかといえばしていたと思う」と回答した割合。

⑤「読んだ内容に基づいて書く」など技能統合型の言語活動を行っている生徒ほどスコアが高い

・中学１年生の約８割が、小学校で「英単語・文を読む」「英単語・文を書く」ことをもっとしておきかったと回答。 【H26年度小学校外国語
活動実施状況調査】
・小中連携したカリキュラムの作成に取り組んでいる中学校区の割合：13.1％
・中高連携に取り組んでいる学校の割合：31.3％ 【H26年度英語教育実施状況調査】

②小学校高学年で「読む」「書く」も含めた言語活動への知的要求が高まっている
③校種間の接続が十分とは言えない
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知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等

○外国語の特徴やきまりに関する理解
・音声、語彙・表現、文法の知識

○言語の働き、役割に関する理解
（例）
・コミュニケーションを円滑にする
（繰り返す，言い換える 等）
・気持ちを伝える
（感謝する，謝る 等）
・情報を伝える
（説明する，理由を述べる 等）
・考えや意図を伝える
（賛成・反対する，主張する 等）
・相手の行動を促す
（依頼する，許可する 等）

※各言語活動に応じた言語の働き

○外国語の音声、語彙・表現、文法の
知識を、「聞くこと」「読むこと」
「話すこと」「書くこと」を活用し
た実際のコミュニケーションにおい
て運用する技能

など

◆外国語で、情報や考えなどを表現し伝え合う力

○コミュニケーションを行う目的・場面・状況等に応じ

て、幅広い話題について、外国語を聞いたり読んだり

して情報や考えなどを的確に理解するコミュニケー

ション力

○コミュニケーションを行う目的・場面・状況等に応じ

て、幅広い話題について、外国語を話したり書いたり

して情報や考えなどを適切に表現するコミュニケー

ション力

○外国語で聞いたり読んだりしたことを活用して、外国
語で話したり書いたりして情報や考えなどの概要・詳
細・意図を伝え合うコミュニケーション力

◆考えの形成、整理

○目的等に応じて、外国語の情報を選択したり抽出した
りする力

○知識や得た情報を活用して、自分の意見や考えを外国
語で形成・整理・再構築する力

○形成・整理・再構築した自分の意見や考えを，実際に
外国語で表現する力

など

○外国語を通じて、言語やその背景にある
文化を尊重しようとする態度

○自律的・主体的に外国語を用いてコミュ
ニケーションを図ろうとする態度

○他者を尊重し、聞き手・読み手・話し

手・書き手に配慮しながら、外国語で聞

いたり読んだりしたことを活用して、情

報や考えなどを外国語で話したり書いた

りして表現しようとする態度

○外国語を通じて積極的に人や社会と関わ
り、自己を表現するとともに他者を
理解するなど互いの存在について理解
を深め、尊重しようとする態度

など

外国語教育において育成すべき資質・能力（たたき台）
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小・中・高等学校を通じた外国語教育のイメージ（案）
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【高等学を泊

費 ｜＠外国語の見方・考え方を働かせ‘ コミュニケ一 泊ンの目的を理解し、見通しを持って目的を実現するための閉口、話すこと‘続
須・ lむこと、書くことによる総合的なき諾活動を行うことを遇して、情報や考えなどを外国語で的確に理解したり適切に表現したり伝え
釜E ｜合ったりすることができる資質・能力を、次のとおり育成する．

2llr、l① 外国簡を通じて、却の働きや役割などを理解し、外国語の音声、語草食・表現、文法を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことを用
,in慧t いた実際のコミュニケーシヨン十の場面において活用でき，｛＞按能を身に付けるようにする．
韮警i要ま忽 I （②外国請でコミュニヶーシヨンを行う信的・場窃・状況等に応じて、社会や世界 、 他 者 と め 関 わ り の 中 で の 幅 広 い 話 題 に つ い て 、 情 報

左E POCA lや考えなどの樺裏・詳細・愈図を的確に理解したlり‘それらを活用しで適切に表現し伝君主合ったりすることができるカを聾ラ。
7 ・£’fクJ!t,r＠ 外国語やその背景に ある文化の多様性を思.し、聞き手一・読み手・話し手・司書君子季に配慮しながら、自極的・主体的に外国語を用

、とと竺三グ L、てコミュニケーシヨンを図るラとする態度を喪う。
〉局標を踏まえた異体的な指揮形式の目標を提示

E中学校】

＠ 外国語のヴ在方・考え方を働かせ、コミュニケーシヨンの目的を理解し、見通しを持って目的を実現するための聞くこと、話すこと、 読 も
こと、書くことによる総合的な言語活動を行うことを過して、簡単な情報や考えなどを外国語で 理解したり表現したり伝文合 ったりする こ1
とができる資質・能力を、次のとおり育成する。
① 外国語をi通じて、言語の働きや役割などを理解し、外国語の音声、語集・表現、文法を、聞くこと、読む乙と‘話すニと、司書く二とを用
いた実際のコミュニケーシヨンの場面において活用できる基本的な控能を身に付けるようにする。

母 外国語卜でコミュニケーシヨンを行う屋的・場面・状況等に応じて、自常的・社会的で異体的な話題について理解したり表現したり、簡
今単な 情報や考えなどを交換するなどして伝え合ったりすることができるカを養う。

③ 外 国語やその背景にある文化の多様性を尊重し、聞き手・読み手・話し手・書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてつミユ
ニケーシヨンを回ろうとする態度差聾弘

〉自相撲を縫ほえた具体的な指揮形式の包材贋を提示

。獄。
r （小学校高学的
。外国語の見方・考え方を働かせ、コミュニケーシヨンの目的を理解し、見通しを持って目的を実現するための言語活動を適して、聞
いたり話したりするとともに、読んだり書いたりすることに慣れ親しませ、コミュニケーション能力の基礎となる資質・能力を、次のとお
り育成する。

① 外国語を通じて、言語の働きや投書qなどを理解し、読八バ三り奮し、たりして外国語の文字、尊重語、語順などに慣れ親しませるとともに 、
外国語の音声．語集・表現を聞いたり話したりする実際のコミュニケ一手唱ンの場面Tにおいて活用できる基本的な披能を身に付ける
よ引之、する。

② 外国 語 を 通 じ て 、 身 近で簡単なζ とについて、 文字、単語などを読んだり語JI慣に気付きながら奮いたりするとともに、聞いたり話した
りして自 分の 考え や気 持ちなどを伝え合う基建的なカを養う。

③ 外国語やその背祭にある文化の多帯性を車問tJ..-、種手｛ご配線レながら外国語を用いてコミュニケー ションを図ろうとする態度を襲う．
ぷ』自標を踏まえた具体的な指棟形式の白樺を提示

＠ 外 国語の見方考え方を働かせ.:::JI~ ＝＝ケー シー目的を理解し、見通 しをおて目的を実現す社めの却を過して、聞コ

【,tj：＼学校中学年】

話したりすることに慣れ親しませ．コミュニケーション能力の繁地となる資質・能力を、次のとおり育成する。 I 
① 外国 吉 奮 を 用 い た 体 験 的な活動を通じて、言語や文化について体験的に理解を深め、日本語と外国語の音声や語順等の遣い等に l
気付いた上で、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませるようにする．
＠ 外国語を通じて、身近で簡単なことについて、聞いたり話したりして自分の考えや箆持ちなどを伝え合う力の素地を養う。
＠ 外国語を通じて、言語やその事者療にある文化の多補性を尊重量し、相手に配慮しながら外国語を用いてコミユヱケーションを図ろうと
する態度を養う。

〉目標委踏まえた具体的な指撫形式め呂標を揺示



「外国語」等における小・中・高等学校を通じた国の指標形式の目標（イメージ）たたき台
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種 レベル 【やり取り｝ ｛郵船

ドー

。母窪語審局主による多績な話題の長い会話を関 。関心のある分野のZ亘書Z相資料から，必護主討笥 。信広い話題fこ関する会話に重量却し， f貫 。穏広t，屯imについて， I!!)箆陀，説明したり 。荷山討りある分野のテーマについて，

いて， 畢穏や望号宍を理鍍「できるようにする． 惑を主主み取ることカ可きるようにするe 緩や毘分の怠更などを適切かτ精 鐙に 冨分の考えや気持ちなどを話したりする 事実や慢誌などを器用議E:tつ詳絹に伝

。長近な路Dに関する禽怨Z主涜才1,0)寵泌を開いて， 0興味のある聞やj峨やJi§録達量産んで， e:要を 表現すること力向ヨ苦るようにする． ことができるようにする． える説明文を書 くことができるよう
活の境問を理解できるようにする． 理錯することができるようにする． 。知(I{(;).夜以る潟簿l'JJDや社会肩書砲にτ3い C幅広司，嚇野¢巧Fーマについて，明阪カワE竿 にするe

按数の力を統合的に扱－つ言語活動を通して求められる英語力を身に付ける

。自然な迭さでま毒される章毒事問題や詮会問題に筒 oa害事MDや社会問題に筒する記事冨やレポート， て， 幅広い表現宅用いて琢治すること 鈎な説明をすることカそできる． OB害事前回耳や首垣間摺など錨IIZiC..喝さ麹

182 する集い説明を開いて，療費や毘殺を理揮でき 量逼斜を践んで，寂要や要点，第重要佼渥袋や後 ができるようにする． 。多主車広考え方カやできる砲事問題や社会問題 tこ1111するle司置や葺醇唱を鈴んで9 その

るよう｛ごする． 点宅E理援できるようtごする． について， lflqな見方の泉所・突野析を示 随要や要点を曾いてまとめることが
。ある程度知僚のおる社会問題や箆事問思に閉す すととおIこ，自分の’!JI!を姐広い表現を できるようにする．

るララオ雪量還やテレビ活組を後湾して， 厳受や 汚いて·~霊的に説明することができるよ 。穏事問題や討会問題など娼広し怒：租

要点を浬獲すミ5ことカ句史きるようにする． うfごする について，得た情織を活用しながう，

。聴衆d湯誌に応じて，発表の内容や方去を 自分の窓見やそ¢混血を2厳重約に謡
密室葺することができるようtごする． くことおてできるようにする．

OEメール，エッセイ．レポートなど

もそれぞれのR強 に会った文体で

.くことができるようにする．

阿国．

Bl 。島近rc1:：路軍置や錯恨のある社会的な話題1::1111する 。，近な径IAl;:ilaす号己主成膏隠短いre•＇°＂レポー 。公突の場所 t店，駅など｝において， 自分の 。身近忍箆鐙や倒心¢揚る事柄について， m 。自分d蛙唆や身近な事備について， 窃闘の

主『E主司;- 迎い会信を飼いて， 厳重耳わ要点を理調書すること ト． 食料から，必要:t,tf胃翁逮践~取ることが 問題を裁期じ， 広決することができるように F事でE担問することカ買できるようにする． パラグラフからiR.る説明文をSくことが
ができるよう｛ごする． できるようにする． する． C畏近なia鐙智略心d燭る零封Piについて，ま できるようにする．

等 。比駁8<Jゆっくりはっきりと話されれば，童書事問 。定い物語を践んで，あらすじを電鍍すること 。身近な話量IH＇弔電電車関心の移る事柄1ご七到し、て， とまりのある内容を鐙すごとができるよ 。関心煩波うる分野のテーマに飽する忽零時b資
弓ムム4己 怨相泊三討碍怨にIJIIする短い牢毒患な鋭里患を称，、て， ができるよう『ごする． 盗傷をしないで金書！＇；！；：.雰加することができる うにする． 剰を続んで，その績草壁や要点を書いてま

ヰ交
聖書点宅E辺調書す吾5ことができるようfごする． 。谷会的な猛霊草にll8する怨む司会話やま間提議ん ようにする． 。測，c.,o;濁る分野のテーマに騎9る記事帰レ とめることカtできるよラにする．

。比葱おヲゆっくり隊コさりと隠さ才ttU~.，駁草食み で..ffl聾や要点宅E理信できるようにする． 。湾近な話題年却E誌のある猛諸について， 肩書単 ポート， 員斜の世重要や要点を説明するこ 。関心αある分野のデーマについて， まとま
のあ言喜志舗を議コたラジオ番組やテレビ輔自宅E 。英語学習を自由曹として語力引た記事やレポー な宗主吾宅用いて悔緩和憲見を実演することが とができるようにする． りのある文章章で具徐的に説明するとと壱，、 現臆して，要点司E理調書でをるようにする． トを銃んで． 恒要や璽＇！.＜！冒を理解でをるように できるようにする． 0主Ot臨海る穏車問題や社会鋼臨こついて， に， B分の窓晃やその淫風を加えて1!Iく

する． 内容を異体的に説明するととちに， 言分 ことお守できるようにする．

の愈，Eを加えて鐙司Fことができるように
する，

。短い飽単なメvセージ＂＂アナつ〉スを QB）菅笠諸｛とおいて身の回りにある豊島、平君事 OBl常生活や宮分に関連じた事前1；：閉する短い 0身近な事婦や出来事lflごついて， 趨単な 01§分が必要とする事婦について，

聞いて，必要Tぷ震認を開き取ることが なテクストかそう，必要な情報を銭み盟主る 思単なやりとりをするととができるようにす m・匂わ文を用いて.l!PGllで盤すことがで 主Eい鰭単なメモ相メツセ一三主主主

できるように守る． ことができるようにする． る． きるようにする． どを書くことができるようにす
。身近な話諮問渇する沼，、会話を聞いて， 。平易な戻認で書カれた沼 ，噛ま葺を銭んで． 0易近な路星酔明暗潤心のある事備について， C身近な路草葺や関心のある事柄について， る．

中 A2 領事室や重要点を理旋することができるよ あらすじを淫媛？できるようにする． ある穫震滋備をすれt~ 会話に診加すること 篇単ぽ鵡月をすることができるように 。長近な事婦について， 簡単な誇

うにする． 0身近な話翻ζ閉して平易な奈誌で寄かれた ができるようにする． するe 句や翠視や用いて．結習い謎拶且文

ー－品＃！ Oゆっくり（；；：っきりとおさ才l;i.(.f.，窮近 短い説明相手証正を混んで．侵華民カ曹聾点を 。易近主主E話題について， 店単主主主事屈を用いて舗 oi=号近な路思について， g分の窓売やそ を詔書くことができるようにする．

校
な扇情に関する沼，噂糊句唖曹点司開控 i重量主できるようにする． lll1J:怠児奨強続主することができるようにするe dメ皇胞を舗・1;:1aすことができるよう 0聞いたり緩んだりじた内芸ilごっ

するととカ←できるようにする． にする． いて， 簡単怠：飽匂や震司尾を用い
て． 自分の重量売や感鐙を調書くこ

とカ干ぞきるようにする．

Ir'¥ 。緩拶や鰭単J;J.指示を聞いて哩解すること 。自尊重生活に怠いて身の回りにある実箆(T)申の 。抱手の識謡を程修できない場合など，必要に 011!車2兵霊匂や又を用いて． 自分について童話 013重量1；：測するごく娘うれ出建議

ができるようiこする． 言書匂や単純な文を理採できるようにする． 応じて， 聞き返したり窓啄t.f議認したりする すことができるようにする． を， g単な密句や文を用いて書

OB'.i詫岳蓄において必要となる事本的制 寵穏を蹄 。平易な奈留で書訪、れたごく主Eい吻箆を読んを， ことができるようにする． OB家主活において必要となる事本的制育穏 くことができるようにする，

A1 書き取ることカ電できるようにする． 復党構穏などを多考にレはがう， あらすじを 。相手のヲポート｛ゆっくり話す， 綾り返す， を伝えること力、Eさるようにする． 0ごく畏近な事柄について， 簡単

。ゆっくりはっきりと話されれば，震の回ワd漕 理書書することができるようにする． 言書い償える． 自分が冨いたいことを表芳生亨る 。ごく鐸近.r.J:司Iii百＼＇！＞法諒事について， 事実， ぽ密匂~文司emいて寄くことが
備に関する平易でごく掴，、金也、L説明司E，現S電 。身の回り夜苅田両信に関してヰ喝な吾お訳薄かれ のに島棋士簡をだしてくれる はど｝があれほ， 百分の2iえや気持寄などを． 樋単な努句 できるようにする．

情穏などを努考にしながう理解することができ たごくlID,、話鋲閣を怨んで．後鎗f賃銭渓よどを書書 ごく努支rr.t.路怒について， m・T.t雰親を使つ や文を用いて怨くE還すことができるよう ー

るようtとする． 考1;:-1.,~カ守う． 徳望聾を理館することができる て質経民議をすることカ可きるようにする． にする．

よろ.1；：するa

aー－子A‘ 

校 0アルファベットの発奮を伺いて，どの又字であ 。ごく身近にあるアルファベットの叉茅を箆 OD捗 やごく廷し、包拘II;/.鍾宕むこ民謡 。定箆事怒完を涌いて， 阻陣vm揖 0§8曹をj奇ってアルファベットの穴'5C-字
るかがわかるようにする． E栂し， することおやできるようにする． をすることができるようにする． と小又

(Pre-
。銭主Fや緩いごく篇単F,l_封書三誌を閃いて浸獲するこ 発奮することができるようにする． 。相手のヲボート｛ゆコくり話す． 0§分＂＂＂ 身の回り¢捕事に関する 字を活字体で書くことができる

とカTできるようにする． 。奮声で十分間賞れ議しんだ，ごく 繰り返す，婁し喰える．島幼セ言 ごく限られたことにτ為、て， 需菖 ようにする．

Al) 。ゆっくりはっきりと，緩り返し話されれば， s 長近で具体的な零掬を表わす単窓 いたいことを表蕊するのに動4対宮 単な怒匂や文を鳳，、て話すこと 0例文宅E多考1こし忽がう，議声な

分に翻するととや表近で実体的な事窃を表わす を見て，その恵縛逮窓際できるよ をだレてくれるなど｝があれば， ができるよう1こする． どで I：分慣れ捜 しんだま語句や又

ごく隠単な毘匂や文を聞き取るごとができるよ うにする． g分に関するごとにコρてごく題 を書き写すことができさように
うにする． 単な貨簡に答えるごとができるよ すミs.

うにする．

※CEFRとは、シラJO..やカυキユラふの手引きの作縁、学習猪関野車初明書護のた制亡、i部発Bf寓く分かりゃすく容積できるちのとして、 20牢以上回ったる毎院を鐙で、 2:00.1王手に欽持酔翠陸 【白undlof Europe)ガ犠蕊


